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研 究 内 容 ⃝依存症に関する研究
　アルコール依存の治療プログラムを開発し，研究者のHP上で無料
公開している（岩野ら，2021）。同プログラム（右図）は，県の依存
症指定医療機関にて実施。依存症の誤解・偏見に関する調査も行って
おり，医療関係者のアルコール依存症者に対する態度が悪く，当事者
との接点をもつことで態度が軟化することも検証している（岩野ら，
2020）。

⃝ポジティブ心理学に関する研究
　成人を対象として，ウェルビーイング（充実感）を高める介入プロ
グラムを開発（岩野ら，2020）。ウェルビーイングの測定指標も作成
している（岩野ら，2015）。

⃝オンライン教育に関する実践
　大学の講義にて，Mentimetorを利用したオンライン講義を行い，無記名学生アンケートにて高評
価を得ている。教育研修に関しては，対人プロセス想起法を用いた大学院生の技能向上を実践し（岩
野ら，2020），YouTubeを用いた教育動画の開発・公表も行っている（https://www.youtube.
com/channel/UCP4-g_Hw0BNtTgNnqLXjWOg）。
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